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２. 実施内容  

調査概要 

     東日本海洋生態系変動解析プロジェクトは東北地方太平洋沖地震の被害から回復する過程

を理解し、漁業の復興と持続可能な発展を支援するために、災害によって大きく変化した海

洋生態系を調査・研究することを目的にしています。このプロジェクトの目標を達成するた

めに、私たち生態系モニタリングの研究ユニットでは、生態系調査、海洋環境の基本的な水

塊構造の情報やそその長期的な変化の観測、地理的調査などを行っています。 

 このクルーズでは、生態系モデルに役立てるために海洋環境の基本的な水塊構造の変動を

捉えるランダーを大槌沖に、ランダー、流速計、温度・塩分センサー付きの水中ウインチ

（SEA-SAW）を大槌沖に、SEA-SAW を女川沖に設置した。同時に CTD システム、FRRF-りん光

プロファイラーを用いた観測を 20 地点で行い、水塊構造に関する情報を収集するとともに

動物プランクトンも採取した。 

 

プロジェクトの名称  東北マリンサイエンス拠点形成事業 

   沖合底層生態系の変動メカニズムの解明 


